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今
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
と
い
う
国
の
現
代
史
の
一
ペ
ー
ジ

を
、
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
と
言
え
る
か

も
し
れ
な
い
。

　

一
九
八
九
年
に
、
旧
ソ
連
軍
が
撤
退
。

九
二
年
、
共
産
政
権
崩
壊
。
し
ば
ら
く
は

平
和
だ
っ
た
が
、
内
戦
に
突
入
。
九
四
年

一
月
、
首
都
の
カ
ブ
ー
ル
は
戦
場
と
化
し
、

毎
日
数
千
人
が
東
部
の
町
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー

ド
に
押
し
寄
せ
、
避
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
は

赤
ん
坊
の
ミ
ル
ク
も
な
い
し
、
薬
も
な
い

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
入
っ
て
き
た
。

　

そ
こ
で
、
宝
塚
や
広
島
で
「
赤
ち
ゃ
ん

に
ミ
ル
ク
を
」
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

し
た
ら
、
四
千
ド
ル（
四
十
万
円
）が
集
ま

り
、
そ
の
募
金
を
持
っ
て
、
初
め
て
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
に
入
っ
た
。

　

パ
キ
ス
タ
ン
の
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
か
ら
、

十
人
乗
り
の
国
連
機
に
乗
っ
た
。
着
い
た

の
は
、
小
学
校
の
校
庭
の
よ
う
な
ジ
ャ
ラ

ラ
バ
ー
ド
空
港
。
そ
こ
か
ら
、
車
で
四
十

分
の
土
漠（
土
の
原
っ
ぱ
）に
、サ
ル
シ
ャ

ヒ
キ
ャ
ン
プ
が
あ
っ
た
。
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ

（
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
）が
用
意

し
た
国
内
避
難
民
用
キ
ャ
ン
プ
で
、
は
る

か
地
平
線
ま
で
テ
ン
ト
が
続
き
、
二
百
万

人
以
上
の
人
々
が
暮
ら
し
て
い
た
。

　

ミ
ル
ク
代
を
差
し
出
す
と
、「
赤
ん
坊
は

夏
に
み
ん
な
死
ん
だ
。
ミ
ル
ク
代
は
も
う

要
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
呆
然
と
し
て

立
ち
す
く
ん
だ
。
四
十
五
度
を
越
す
暑
さ

に
耐
え
ら
れ
ず
、
死
ん
で
い
っ
た
と
い
う
。

来
る
の
が
遅
か
っ
た
と
自
分
の
無
力
さ
に

言
葉
も
な
か
っ
た
。

　

一
九
九
五
年
十
一
月
、
再
び
ア
フ
ガ
ン

に
入
っ
た
。
今
度
は
パ
キ
ス
タ
ン
の
北
西

辺
境
州
の
州
都
ペ
シ
ャ
ワ
ル
か
ら
カ
イ
バ

ル
峠
を
通
っ
て
陸
路
で
国
境
を
越
え
た
。

　

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
も
チ
ム
ー
ル
も

通
っ
た
峠
道
で
あ
る
。
途
中
パ
キ
ス
タ
ン

政
府
も
手
が
出
せ
な
い
部
族
地
域
を
通
る
。

　

警
官
が
銃
を
持
っ
て
、
外
国
人
で
あ
る

私
を
国
境
ま
で
護
衛
す
る
。
部
族
地
域
の

中
は
、
一
種
の
無
法
地
帯
で
、
銃
を
売
る

店
が
並
び
、
町
の
外
に
は
銃
眼
の
あ
る
高

い
土
塀
に
囲
ま
れ
た
大
き
な
家
が
あ
っ
て
、

「
麻
薬
王
の
家
だ
」と
言
わ
れ
た
。

　

パ
キ
ス
タ
ン
に
は
ア
フ
ガ
ン
難
民
キ
ャ

ン
プ
が
い
く
つ
か
あ
っ
て
、
多
い
時
で
三

百
五
十
万
人
の
難
民
が
、
三
つ
の
州
に
暮

ら
し
て
い
た
。
ペ
シ
ャ
ワ
ル
の
町
は
ア
フ

ガ
ン
難
民
で
ご
っ
た
返
し
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
私
は
国
外
に
い
る
難
民
で
は

な
く
、
国
内
の
避
難
民
の
寡
婦
・
孤
児
を

支
援
す
る
こ
と
に
決
め
た
。

　

そ
れ
は
、
あ
の
キ
ャ
ン
プ
で
ア
フ
ガ
ン

女
性
や
子
ど
も
た
ち
の
置
か
れ
た
状
況
を

見
て
し
ま
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

　

活
動
の
拠
点
も
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
の

み
、
定
点
観
測
を
決
め
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
で
は
、「
洋
裁
教
室
」
を
立
ち

上
げ
た
。
手
回
し
ミ
シ
ン
三
十
台
を
、
ペ

シ
ャ
ワ
ル
で
買
っ
て
、
持
ち
込
ん
だ
。

　

テ
ン
ト
に
は
女
た
ち
が
続
々
と
集
ま
っ

て
き
た
。
抽
選
で
選
ん
だ
未
亡
人
三
十
人

と
、
指
導
者
五
人
。
ブ
ル
カ
を
ま
と
っ
て

女
た
ち
が
や
っ
て
来
た
。
昨
日
ま
で
、
カ

ブ
ー
ル
で
普
通
の
生
活
を
し
て
い
た
彼
女

た
ち
に
と
っ
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
な
い

テ
ン
ト
生
活
は
、
耐
え
ら
れ
な
い
も
の
で

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
こ
に
あ
る
の
は

一
面
の
土
と
ほ
こ
り
の
み
。
自
由
に
外
へ

出
ら
れ
な
い
女
た
ち
に
と
っ
て
、「
洋
裁

教
室
」
は
息
抜
き
の
場
で
も
あ
り
、
時
に

は
笑
い
声
も
あ
っ
た
。
キ
ャ
ン
プ
で
は
、

「
洋
裁
教
室
」
に
続
き
、
女
性
た
ち
の
希

望
を
入
れ
て
「
刺
繍
教
室
」
も
開
い
た
。

　

平
和
が
戻
っ
て
八
年
、
人
々
は
、
や
っ

と
手
に
し
た
平
和
を
二
度
と
失
い
た
く
な

い
と
考
え
て
い
る
。
大
学
に
も
女
子
学
生

が
戻
り
、
今
年
首
席
で
卒
業
す
る
三
人
の

う
ち
一
人
は
女
性
で
あ
る
。
二
年
前
、
こ

の
大
学
に
、
女
子
寮
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

　

現
在
二
十
五
人
が
寮
に
住
む
。
三
人
が

法
学
部
で
、
イ
ス
ラ
ム
法
を
学
ん
で
い
る
。

女
性
の
側
に
立
つ
裁
判
官
か
判
事
、
ま
た

は
弁
護
士
が
育
ち
つ
つ
あ
る
。

　

ア
フ
ガ
ン
で
は
、
今
、
サ
ッ
カ
ー
が
大

人
気
。
孤
児
た
ち
や
大
学
生
の
た
め
に
、

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
寄
贈
を
、
帰
国
後
、
新

聞
で
お
願
い
し
た
ら
、
芦
屋
サ
ッ
カ
ー
ク

ラ
ブ
か
ら
新
品
を
二
種
類
も
い
た
だ
い
た
。

と
て
も
あ
り
が
た
か
っ
た
。

　

オ
バ
マ
大
統
領
に
よ
っ
て
、
米
軍
の
増

派
が
決
ま
っ
た
。
し
か
し
誤
爆
で
市
民
が

巻
き
添
え
と
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
反
米

感
情
か
ら
外
国
軍
を
狙
う
自
爆
テ
ロ
が
増

え
つ
つ
あ
る
。
も
う
こ
の
国
に
戦
争
は
い

ら
な
い
。
今
、
物
価
の
値
上
が
り
、
特
に

小
麦
粉
の
値
上
が
り
が
人
々
の
生
活
を
直

撃
し
て
い
る
。
貧
富
の
格
差
は
ま
す
ま
す

広
が
り
、
電
気
も
水
も
な
い
。〝
軍
事
よ
り

民
生
支
援
を
〞と
、
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

カ
を
被
っ
た
ま
ま
む
ち
打
た
れ
、
泣
き
崩

れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
治
安
は
良
く
な
っ
た
。
武
器

狩
り
が
行
わ
れ
、
強
盗
は
い
な
く
な
り
、

夜
も
出
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
ま
で
は
、ム
ジ
ャ
ヒ
デ
ィ
ー
ン（
ソ

連
と
戦
っ
た
聖
戦
士
）崩
れ
の
強
盗
や
、レ

イ
プ
が
横
行
し
て
い
た
。

　

こ
れ
は
本
当
の
話
で
あ
る
。「
病
院
に

銃
を
持
っ
た
男
が
や
っ
て
来
て
、
看
護
婦

の
一
人
を
指
し
『
こ
の
娘
が
欲
し
い
』
と

連
れ
て
行
っ
た
」と
、院
長
が
私
に
話
し
た
。

　

娘
を
持
つ
家
庭
の
父
親
は
、
夜
も
眠
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
タ
リ

バ
ー
ン
時
代
に
な
り
、
鍵
も
掛
け
ず
に
、

夜
も
寝
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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し
か
し
、
や
が
て
女
性
の
受
難
の
日
々

が
始
ま
る
。「
就
業
の
禁
止
」
と
「
就
学
の

禁
止
」
の
布
告
が
出
さ
れ
た
。

　

女
は
、
女
医
と
看
護
師
以
外
の
職
を
奪

わ
れ
、
小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
、
女
子
の

学
校
は
す
べ
て
閉
鎖
。
歌
も
踊
り
も
、
テ

レ
ビ
も
禁
止
。
サ
ッ
カ
ー
場
は
、
刑
場
と

な
っ
た
。
こ
の
間
も
、
私
は
ア
フ
ガ
ン
に

通
い
続
け
た
。
多
く
の
市
民
が
タ
リ
バ
ー

ン
を
嫌
っ
て
、
パ
キ
ス
タ
ン
に
流
出
。
難

民
に
な
れ
な
い
人
た
ち
が
、
ア
フ
ガ
ン
内

に
留
ま
っ
た
。

　

そ
し
て
、
タ
リ
バ
ー
ン
の
目
を
盗
ん
で
、

�
隠
れ
学
校�
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
民
家
で
近
所
の
少
女
た
ち
を
集
め
て
、

失
業
中
の
女
性
教
師
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

教
え
て
い
た
。
私
は
そ
こ
へ
呼
ば
れ
、
給

料
を
払
っ
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
。
少
女

た
ち
が
小
鳥
の
よ
う
に
ひ
し
め
き
合
っ
て
、

物
置
や
家
畜
小
屋
で
、
国
語
や
算
数
・
地

理
を
学
ぶ
。
こ
の
時
代
が
三
年
半
続
き
、

私
は
二
十
二
人
の
女
性
教
師
に
、
わ
ず
か

で
は
あ
る
が
給
料
を
払
い
続
け
た
。

　

二
〇
〇
一
年
九
月
十
一
日
、
同
時
多
発

テ
ロ
、
そ
れ
に
続
く
ア
メ
リ
カ
の
空
爆
で

タ
リ
バ
ー
ン
政
権
は
崩
壊
し
た
。
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キ
ャ
ン
プ
で
は
、
水
も
食
料
も
、
Ｗ
Ｆ

Ｐ（
国
連
世
界
食
糧
計
画
事
務
所
）が
配
っ

て
い
て
、
絶
え
ず
人
々
は
物
を
も
ら
う
た

め
に
行
列
を
作
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
女

性
の
姿
が
ど
こ
に
も
な
か
っ
た
。「
女
の

　

ア
フ
ガ
ン
人
同
士
の
戦
争
は
相
変
わ
ら

ず
続
き
、
や
が
て
、
タ
リ
バ
ー
ン
の
出
現

と
な
る
。
一
九
九
六
年
九
月
、
タ
リ
バ
ー

ン
が
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
を
制
圧
し
た
。

　

二
カ
月
後
に
入
っ
た
ら
、
そ
こ
に
は
タ

リ
バ
ー
ン
が
い
た
。
町
中
タ
リ
バ
ー
ン
一

色
と
な
り
、
男
た
ち
は
ひ
げ
を
長
く
伸
ば

し
始
め
た
。
宗
教
警
察
の
タ
リ
バ
ー
ン
が
、

市
場
で
ひ
げ
の
短
い
男
を
拘
束
し
、
牢
に

放
り
込
ん
だ
。
む
ち
打
ち
の
公
開
処
刑
も

行
わ
れ
た
。
ハ
シ
シ（
大
麻
）を
吸
っ
た
罪

は
十
七
発
、
盗
み
の
刑
は
手
首
切
断
。
異

性
不
純
交
遊
は
三
十
発
。
女
性
は
、
ブ
ル
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人
は
ど
こ
に
い
る
の
で
す
か
？
」
と
思
わ

ず
聞
く
と
「
テ
ン
ト
の
中
に
い
る
よ
」
と

言
わ
れ
た
。「
こ
こ
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

だ
よ
」。イ
ス
ラ
ム
の
国
で
は
、
女
は
一
人

で
外
に
出
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
初

め
て
知
っ
た
。
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。

　

ヴ
ェ
ー
ル
を
被
っ
て
も
ダ
メ
な
の
だ
。

何
と
い
う
国
だ
ろ
う
。
夫
を
戦
争
で
失
っ

た
女
性
は
、
ど
う
す
る

の
だ
ろ
う
。
配
給
の
列

に
も
加
わ
る
こ
と
も
で

き
な
い
で
は
な
い
か
。

　

す
る
と
、
彼
ら
は
こ

と
も
な
げ
に
「
必
ず
男
の
子
が
い
る
か
ら

大
丈
夫
。
三
歳
で
も
五
歳
で
も
、
母
親
の

代
わ
り
に
並
ぶ
よ
」
と
言
っ
た
。
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　1935年（昭和10年）、台湾生まれ。平成６（1994）
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���　８月８日（土）午前10時30分～正午　
���　ルナ・ホール　���　評論家・宮崎
哲弥氏　���　先着600人（手話通訳・要約
筆記あり）　�����　直接会場へ　
�������	
�
　時事論・政治哲学・宗教学を主軸とした評論
活動をテレビほかさまざまなメディアで行う。
　近著には、『１冊で1000冊読めるスーパー・
ブックガイド』（新潮社）など。
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　「市民絵画展」への出品作品を、次のとおり募集します。
���　９月９日～13日　���　市民センター 301・302室　���　市
内在住・在勤・在学の高校生以上のかた　���　絵画一般（日本画・洋画）で
自作、未発表作品。50号（116.7㎝×90.9㎝）以内。額装の上、丸ひもか平ひもを

付けたもの（１人１点に限る）　����　500
円　�����　９月６日（日）午前10時～午
後４時の間に、市民センター 301室に搬入。受け
付け時に、出品申込書に、住所・氏名・作品のタ
イトル等を記入し、出品料を納めてください　
��　奨励賞（数点）に対し、賞状と賞品

�������	
��
���������

������������������������������������������������������������������������������������ ���������������������������������������������������������������																					��	����������������������
�
�����

（水）・18日（火）午
�　美術博物館
　亀井良子ボタ
プ　���　小
校低学年児童は
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年１月、宝塚・
アフガニスタ
ン友好協会設
立。同年４月
に、「アフガ
ニスタン展」
開催。以後、
支援活動に、
15年間従事し
ている。
宝塚市在住。
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民
生
支
援

〞

願

バ

政
権

崩
壊

�������	��������	�
�������	
���
�����

　清潔で安全・快適な生活環境を守るため、市では、市民の皆さんと連携して各種の啓発活動に
取り組んでいます。また、各自治会から推薦いただいた55人のかたを美化推進員さんとして委嘱、
美化活動などに取り組んでいただいています。みんなでマナーを守り、“清潔・安全・快適な街”芦
屋の実現にご協力ください。
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■花火に書いてある遊び方をよく
　読んで、必ず守りましょう。
■風の強いときは、花火遊びはや
　めましょう。
■花火を人や家に向けたり、燃え
　やすいもののある場所で遊んだ
　りしないようにしましょう。
■必ず水を用意しましょう。
■花火のごみは、必ず持ち帰りま
　しょう。
■市内全域の公共の場所等では、
　午後９時から翌朝午前６時まで、
　また、潮芦屋ビーチ、総合公園、
　潮芦屋緑地、南緑地は終日（24時
　間）ロケット花火、打ち上げ花火、
　大きな音のする花火等は、禁止
　しています。ご注意ください。
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���　８月15日
（土）正午～午後１
時　���　市民
センター本館・玄
関横の“優愛の鐘”
に集合　���　
午前11時45分～午
後０時15分に、市
民センター玄関横
の築山で“優愛の
鐘”を鳴らします。
その後、軽食付の
イベントを開催　
�����　直接
会場へ
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���　８月５日～30日＜月曜日休館＞　���　鏡と光により映し
出される美しい世界。見るたびに変化する、美しい「万華鏡」を展示　
���　みずなみ工作アトリエ主宰・水波昇氏　����　300円
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���　８月23日（日）午後１時30分～３時30分　���　講義室　�
��　万華鏡制作　���　みずなみ工作アトリエ主宰・水波昇氏
���　小学生以上　���　20人　����　1,500円（教材費2,000
円～2,500円別）　�����　上記へ
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���　８月21日（金）午後１時～３時　���　講義室　���　色
をつけるところから始め、ミニアートに仕上げる　���　DESSIN 
K主宰・北岡広子氏　���　小学生以上16人　�����3,000円（教
材費500円程度別）　�����　上記へ
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���　８月27日～12月17日（木）午後１時～２時30分＜全５回・月１
回＞　���　講義室　���　冠婚葬祭のマナー・生活に役立つ作
法や美しい立ち居振る舞い・すてきなあいさつの仕方など　���　
日本現代作法会副会長・寒川由美子氏　���　16人　�����
2,500円（教材費1,200円程度別）　�����　上記へ　　　
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　①市税納税通知書郵送用封筒・約６万５千枚/１枠20万円～
　②督促状・催告書郵送用封筒・約４万枚/１枠12万円～

������　申込書・完全版下原稿を、10月30日（金）までに下記へ
　　　　　　※詳しくは、市ホームページを参照してください。
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　７月１日から、市民の皆さんの“清潔で安全・
快適な生活環境”を守るため、総合公園・潮芦
屋緑地・潮芦屋ビーチおよび南緑地を花火禁止
区域に指定し、この区域内では終日（24時間）花
火を禁止しています。
　また、市内全域の海岸・河川・公園などの公
共の場所での夜間（午後９時から翌朝午前６時）
花火を禁止しています。
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　◎ピンホイール・ヨーヨーなどの����
　◎金魚・花車などの����
　◎笛ロケット・流星などの������
　◎乱玉・パラシュートなどの������
　◎スモーククラッカー・爆竹などの���
※線香花火・へび玉などは、禁止対象外です。
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�������　うんじゃ隊の心
 � � � � �　春のわがまちクリーン作戦
 �������　環境に配慮したまちづくり
 � � � � �　初心者カヌースクール
　　　　　　　　第38回ライブラリーコンサート
 � � � ��「芦屋の四季・70選」写真募集
 � � � � ��「本が大好き　読みたいな」
�� � � � �　あなたのお仕事なんですか？
�������　芦屋こばと保育園   「♪風がこんにちは」
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① 8 :30

②12:00

③16:00

④19:00

⑤22:30
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　フランス人画家クロード・ワイズバッシュの作品を、紹介しま
す。独創性あふれる芸術世界を、お楽しみください。
���　８月22日～９月27日＜月曜休館・祝日は翌日休館＞　
���　第２展示室　�����　一般300円、大高生200円、中
学生以下無料　�������	
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���　８月22日（土）午後２時～３時30分　���　美術博物館ホール　���
パリ日本文化会館初代館長・磯村尚徳氏　���　200人　����　2,000円（観
覧料含む）　�����　下記でチケットを販売
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���　８月12日（水
前10時～正午　���
体験学習室　���　
ニカルアートグループ
学２年生以上（小学校
保護者同伴のこと）
���　先着30人　
����　1,000円
（２回分）・小筆代350
円程度別　����
�　ファクスで下記へ

　保育所の「体験保育」（参加費1,000円）では、親子で保育所の子どもた
ちと一緒に遊んだり給食を食べたりしながら、集団生活を体験します。
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��������　参加希望のかたは、はがきかファクスに住所・保護者
名・電話番号･児童名・児童の生年月日･兄弟姉妹の有無・アレルギーの
有無を明記し、８月９日（日）〈消印有効〉までに、各保育所へ。
※応募多数の場合は、抽選。結果は、参加者にのみはがきで通知します。
※申し込みは、いずれか１カ所の保育所に限ります。
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���　11月17日（火）・18日（水）・19日（木）
���　２歳児の親子・３組
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���　10月20日（火）・21日（水）・22日（木）
���　１歳児の親子・２組
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���　10月21日（水）・22日（木）・23日（金）
���　１～３歳児の親子・３組

�������������
����������

���　10月13日（火）・14日（水）・15日（木）
���　２～３歳児の親子・３組

�������������
����������

�������	
��
�������
�����
�������	
��
���	���
�����
�������	
��
���	���
�����


